
脳梗塞・⼼筋梗塞が⼼配な⽅に
ロックスインデックス(LOX-index)  脳梗塞・⼼筋梗塞発症リスク検査

� 血縁家族に脳梗塞・⼼筋梗塞にかかった人がいる方
� 血圧、LDLコレステロール、血糖値が高めで動脈硬化が気になる方
� 40歳以上で、喫煙している方・肥満が気になる方

このような方におすすめです

検査の特徴

動脈硬化の原因物質を測定
（超悪玉コレステロール(LAB)とsLOX-1)

採血(約2ml)で検査可能

別紙での検査報告レポート
(約2~3週間での発⾏)

⼼筋梗塞 突然死の危険のある疾患
年間「約15万人」が発症

寝たきりの原因にもなる疾患
「3人に1人」が死亡か重度の後遺症に

超悪玉コレステロール(LAB)

LOX-index®（ロックスインデックス）とは
ロックスインデックスは、血液中の超悪玉コレステロール(LAB)とその担い手であるsLOX-1を
測定・解析することで将来の脳梗塞・⼼筋梗塞の発症リスクを評価する血液検査です。
検査結果で、脳梗塞・⼼筋梗塞のリスクがあれば予防対策を⾏い
早い段階からリスク回避することに役⽴てて頂けます。

脳梗塞

脳血管疾患・⼼疾患の年間の死亡者数はがんと同水準
「4人に1人」が動脈硬化を一因とする疾患で亡くなっています。

● 検査価格：12,000 円（税抜）

<検査に関する注意点>
◇ 妊娠中の⽅は検査をお受け頂けません。 ※ 妊娠中の⽅は数値が高くでる傾向があります。
◇ 風邪、関節リウマチの⽅は、検査数値が高くでる可能性がございます。

血管壁から
切り離されたLOX-1



TEL：086-427-3333

発症リスクのレベルを分かりやすくグラフで記載
検査報告書（サンプル）

検査結果に対する総合的なコメントや改善の⽅向性を提案 過去の検査結果からの推移も一覧できる解説付き

ご予約・お問い合わせはこちら

倉敷成人病健診センター

LOX-indexの値が高いと動脈硬化が進⾏し
脳梗塞・⼼筋梗塞が将来的に発症するリスク
が高まります。値が高くなる要因として
⽣活習慣（喫煙、過⾷、過度の飲酒等）
ストレス、運動不⾜等があります。
LOX-indexを受けてご自身のリスクを把握し

リスクに合わせた予防対策を始めましょう。

<⼼筋梗塞発症との関係><脳梗塞発症との関係>LOX-indexが高いと...

〒710-0824 岡山県倉敷市白楽町282
受付時間は、⽉曜⽇〜⼟曜⽇の9:00〜16:00まで

http://www.fkmc.or.jp/checkup
※各種健診の詳細は、当センターのホームページに掲載しています。「倉敷成人病健診センター」でアクセスしてください。

予防医療を通じて、“人々の健康と幸福” に貢献します。

LOX-index値が高いと
発症数が約3倍

LOX-index値が高いと
発症数が約2倍


